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『
御
所
本
和
漢
兼
作
集
』

の
構
成

に

つ
い
て

ー

『和
漢
朗
詠
集
』
・
『堀
河
百
首
』
と
の
比
較
を
中
心
と
し
て
ー

木

戸

裕

子

『
和
漢
兼
作
集
』
に
は
宮
内
庁
書
陵
部
蔵

の

『
御
所
本
和
漢
兼
作
集
』
と
、
そ

れ

と
は
組
織
形
態
を
異

に
す

る
島
津
忠
夫
氏
蔵

の

『
別
本
和
漢
兼
作
集
』

の
二

種

が
知

ら
れ

て
お
り
、
両
者

と
も
孤
本

の
零
本

で
あ

る
。

こ
の
う
ち

『
別
本
和

漢
兼
作
集
』
(
以
下
適

宜

『
別
本
』
と
呼
ぶ
)
は
、
身
分

に
よ

っ
て
分
類

さ
れ

た

作
者

ご
と
に
和

歌
、
漢
詩

の
順

に
配
列
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が

っ
て
、

そ
の
構

成
方
針

は
明
ら
か

で
あ
る
。

そ
れ

に
対

し

て

『
御
所
本
和
漢
兼
作
集
』
(
以
下
適
宜

『御
所
本
』

と
呼

ぶ
)

は
現
存

す
る
巻

一
か
ら
巻

十
ま

で
が
、
春

夏
秋
冬

の
四
季

に
部
類

さ
れ

て
お

り
、
も
と
は
巻
十

一
か
ら
巻
二
十
ま

で
の
雑
部
を
伴

っ
た
二
十
巻
構

成

で
あ

っ

た
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
構
成
は
勅
撰
和
歌
集
や
先
行
す
る
詩
歌
集

で
あ

る

『
和
漢
朗
詠
集
』
『
新
撰
朗
詠
集
』
と
同
じ

い
。
平
安
時
代

の
勅
撰
和
歌
集
、

中

で
も

『
古
今
和
歌
集
』

に

つ
い
て
は

そ
の
構
成
、
和
歌

の
配
列

に

つ
い
て
詳

細
な
研
究
が
な
さ
れ

て
お
り
、

一
つ
の
集
全
体
が
織

り
成
す
世
界
が
解
明
さ
れ

(
1
)

て
い
る
。

ま
た
、

『
和
漢
朗
詠
集
』

に

つ
い
て
も
同
様

の
試
み
が
な
さ
れ

て
い

(
2
)

る
。
鎌
倉
時
代

に
編
纂
さ
れ
た

『
御
所
本
和
漢
兼
作
集

』
も
、
そ

の
構
成
が
四

季

に
よ
る
も

の

で
あ

る
以
上
、
そ

こ
に
は
撰
者

に
よ

る
何

ら
か

の
詩

歌

の
撰

択

・
配
列

の
意
図
が
読
み
取
れ
る
は
ず

で
あ
る
。
お
そ
ら
く
そ

こ
に
は
、
『
御
所

本
』
が
編
纂
さ
れ
た
十
三
世
紀
後
半

の
和
歌
や
漢
詩

の
状
況
を
反
映
す
る
も

の

が
あ

る
と
予
想

で
き
る
。

本
論
考

は

『
御
所
本
』

の
構
成

・
詩
歌
配
列
を
、
先
行
す

る
歌
集
や
詩
歌
集

の
そ
れ
ら
と
比
較
し

て
、

そ
の
特
徴
を
概
観
し

よ
う
と
す

る
も

の
で
あ

る
。

二

 

現
存
す

る

『御
所
本
』
十
巻

は
巻

一
か
ら
三
ま
で
が
春
上
中
下
、
巻

四
と
五

が
夏
上
下
、
巻
六
か
ら
八
が
秋
上
中
下
、
巻
九
、
十

が
冬
上
下

の
構
成

で
あ
る
。

こ
れ
ら
は

一
見
し
た
と
こ
ろ
、
下
位

の
分
類
も

な
く
、
漢
詩

と
和
歌

が
混
在

し

て
い
る
よ
う
だ
が
、
詩

歌
の
内
容

を
検
討

す
る
と
主
題

に
よ

っ
て
い
く

つ
か
の

詩
歌
群

に
分
類

で
き
る
。
分
類

が
困
難
な
箇
所
も
存
在
す

る
が
、
『
御
所
本
』
の

構
成
を
考

え
る
た
め
、
以
下

、
詩

歌

の
内
容

に
即
し

て
、
試

み

に
主
題

ご
と
に

分
類
す
る
。
漢
数
字
は
国
歌
大
観
番
号
、
傍
線

を
付

け
た
も

の
は
前
後
双
方

の
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主
題

に
関
わ
る
詩
歌

で
あ
る
。
疑

問
符
を
付
け
た
も
の
は

一
首

の
み

で
あ

っ
た

り
、
歌
群
と
し

て
の
主
題
が
は

っ
き
り
せ
ず
、
便
宜
的

に
分
類
し
た
も
の

で
あ

る
。分

類

の
方
法
は
、
和
歌

の
題
や
漢
詩

の
句
題
を
基
準

に
し
た
が
、
題
が

「
春

日
」
、
「
早
秋
」
な
ど
比
較
的
抽
象
的
な
も

の
の
場
合
は
、
具
体
的

に
詠
ま
れ

て

い
る
景
物
を
優
先
す

る
。
無
題
詩
、
題
知
ら
ず

の
歌
な
ど

の
場
合
も
具
体
的

に

詠
ま
れ

て
い
る
も

の
に
基
づ

い
て
分
類
し
た
。
主
題

の
呼
称
は

『
和
漢
朗
詠
集
』

等
を
参
考

に
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ

の
主
題

に
は
、
参

考

ま

で
に
歌

と
詩
句

そ
れ
ぞ

れ

の
数
を

記
し

た
。
詩
が
先

に
な

っ
て
い
る
場
合

は
、
詩
歌
群
が
詩
句
か
ら
始
ま
る

こ
と
を
表

し
、
歌
が
先

に
な

っ
て
い
る
場
合

は
歌

か
ら
始
ま

る
こ
と
を
表
す
。
た
だ
し
、

各
項
目

の
中

で
詩
、
歌

が
そ
れ

ぞ
れ

ひ
と
ま
と
ま

り
に
な

っ
て
い
る
わ
け

で
は

な
く
、
混
在
し

て
い
る
場
合

が
多

い
。

巻

一
・
春
上

一
～
九

立
春

(詩

3
、
歌

6
)

一
○
～

一
四

早
春

(解
氷
)

(詩

3
、

歌

2
)

一
五
～

一
八

残
雪

(歌

4
)

一
八
～

二
○

若
菜

(歌

2
、

詩

1
)

二
○
～

二
七

子

の
日

(詩

2
、
歌

5
)

二
八
～

二
九

春

恩

?

(詩

2
)

三
○
～

四
二

鶯

(歌

5
、
詩

8
)

四
三
～
六
○

霞

(詩

11
、

歌
7
)

六

一
～
六
四

草

(雪
消

?
)

(詩

4
)

六

五
～
八
五

梅

(詩

6
、

歌
15
)

八
六
～
九
五

春

の
月

(詩

4
、
歌

6
)

九
六
～

一
○
二

帰
雁

(歌
7
)

一
○
三

春

の
月

?

(歌

1
)

一
○
四
～

一

○

六

水

辺

の
春

(詩

2
、
歌

1
)

一
○

七

～

一

一
○

春

興
?

(草
?
)
(詩

4
)

=

一
～

一
三
七

柳

(詩
21
、
歌
6
)

巻

二

・
春
中

一
三
八
～

一
四
二

つ

(詩

2
、
歌

1
)

春

の
曙

(詩

3
、
歌

2
)

一
四
三
～

一
四
五

一
四
六
～

二
六
六

花

(歌

49
、
詩

72
)

花
を
待

巻
三

・
春

下

二
六
七
～
二
六
九

落
花

の
予
感

(歌

3
)

二
七
○
～
三
二
七

落
花

(歌

35
、
詩

23
)

三
二

八
～

三

三
九

三
月

三

日

(曲

水
)

(詩

11
、
歌

1
)

三
四
○
～
三
四
八

桃

の
花

(詩

9
)

三
四
九
～
三
五

一

春

駒

(
歌
2
、

詩
1
)

三
五
二
～
三
五
五

晩
春

(詩

4
)

三
五
六
～
三
五
九

残
鶯

(鳥
?
)

(詩

3
、

歌
1
)

三
六
○
～
三
六
四

榔
濁

(詩
4
、

歌
1
)

三
六
五
～
三
六
九

山
吹

(歌

5
)

三
七
○
～
三
七
七

藤

(詩

5
、

歌

3
)

三
七
七

～
三

八
○

暮

春

(歌

2
、
詩

2
)

三
八

一
～

三
八
九

三
月
尽

(詩
6
、
歌
3
)

三
九
〇

閏
三
月

(詩

1
)

巻

四

・
夏
上

三
九

一
～

三
九
二

更
衣

(歌

2
)

三
九
三
～

三
九

四

夏
景

(詩

2
)

三
九
五
～
三
九
九

新
樹
と
残
花

(詩

5
)

四
○
○
～

四
○
三

新
樹

(詩

2
、
歌

2
)

四
○

四

卯
月

の
桃

の
花
?

(歌

1
)

四
○
五

牡

丹

(詩

1
)

四
○
六
～

四
○
九

卯

の
花

(詩

1
、
歌

3
)

四

一
○
～

四

一

七

郭
公
を
待

つ

(歌
8
)

四

一
八
～
四
四
四

郭
公
を
聞
く

(歌

23
、
詩

4
)

四
四
四
～

四
四
九

橘

(歌

5
、
詩

1
)

四
五
○
～

四
五

二

早

苗

(歌

3
)

四
五
三
～

四
五

四

菖
蒲

(歌

2
)

巻
五

・
夏
下

四
五
五
～

四
五
八

夏

の
夜

(詩

4
)

四
五
九
～

四
六

三

夏

の
月

(歌

一13「



4
、
詩

1
)

四
六
三
～

四
六

五

夏
草

(詩

3
)

四
六
六

～

四
七

三

五
月
雨

(歌

8
)

四
七

二
～

四
七
七

郭
公
を
聞
く

(歌

6
)

四
七
八

～

四
八
六

蛍

(詩

6
、
歌

3
)

四
八

七
～

四
八
八

常
夏

(歌

2
)

四
八
九
～

四
九

二

蓮

(詩

4
)

四
九
三
～
四
九
七

水
草

(歌
2
、

詩

3
)

四
九
八

蝉

?

(歌

1
)

四
九
九
～

五
○
九

納
涼

(詩

5
、
歌

6
)

五

一
〇
～

五

一
二

竹

(歌

3
)

五

一
三
～

五

一
四

扇

(詩

2
)

五

一
五
～

五

一
八

晩
夏

(歌

4
)

六
二

四
～
六
三
六

雁

(
歌
5
、
詩

8
)

六

三
七
～
六

三
九

釈
輿

?

(詩

3
)

六

四
○

秋
夜
?

(詩

1
)

六

四

一
～
七

一
六

月

(歌

27
、
詩

49
)

七

一
七
～
七

二
四

八
月
十
五
夜

(詩

6
、
歌

2
)

七

二
五

駒

迎
?

(歌

1
)

七
二
六

八
月

十
五
夜

(詩

1
)

七

二
六
～
七

三

二

月
前
秋
思

(詩

7
)

七
三

三
～
七
三
六

霧

(詩

1
、
詩

3
)

七

三
七

～
七

四
七

鹿

(詩

2
、
歌

9
)

七

四
八
～
七
五
六

田
家

(歌

4
、
詩

5
)

七
五
七
～
七

五
八

秋
雨

(詩

2
)

巻
六

・
秋
上

五

一
九

立

秋
?

(
歌

1
)

五
二
○
～

五

二
三

露

(歌

3
、
詩

1
)

五
二
四
～
五
三
○

初
秋

(歌
3
、
詩
4
)

五
三

一
～
五
三
三

田
家

の
秋

(歌
3
)

五
三
四
～
五
三
七

秋
興
?

(歌

1
、
詩
3
)

五
三
八
～
五
四

四

七
夕

(歌

5
、
詩

2
)

五

四
五
～

五
四
九

七
夕

後
朝

(歌

5
)

五
五
○

秋
風

(詩

1
)

五
五

一
～
五
五
八

荻
吹
く
風

(歌
8
)

五

五
九

～
五
六

一

萩

花

(歌

3
)

五

六

二
～

五
六
三

秋
花

(詩

2
)

五
六

四
～
五
六
八

尾
花

(歌

5
)

五
六
九

～
五
七

二

橦

(
歌
2
、

詩

2
)

五
七

二
～
五
七
七

蘭

(詩

5
、
歌

1
)

五
七
八
～
五
八

一

女

郎
花

(詩

2
、

歌

2
)

五
八

二
～

五
八
六

秋
花
見

(歌

3
、

詩

2
)

五
八
七
～
五
九
五

露

(詩

2
、
歌

7
)

五
九
六

秋

の
愁

い
?

(歌

1
)

五
九
七
～
六

〇
四

秋

の
夕
暮

(歌

6
、

詩

2
)

六

○
四
～
六
○
五

鶉

(歌

2
)

六
○
四
～

六
○
七

鳥

(
歌
3
、

詩
2
)

六
〇
八
～
六

一
六

虫

(歌

6
、
詩

3
)

六

一
五
～

六

一
六

猿

(詩
2
)

六

一
七
～
六

一

九

秋
水

?

(詩

3
)

六

一
八
～
六
二
三

秋
風

(詩
2
、
歌
4
)

巻
七

・
秋
中

巻
八

・
秋
下

七
五
九
～
七
九

一

菊

(詩

23
、
歌

10
)

七
九
二

月

(詩

1
)

七

九

三
～
七
九
七

九
月
十
三
夜

(歌

2
、
詩

3
)

七
九
八
～
八
○

一

月

(歌

2
、
詩
2
)

八
○
二
～
八
○
八

月
前
述
懐

(詩
1
、
歌
6
)

八
○
九

～
八

一
四

明
け
方

の
月

(惜
月
)

(歌

6
)

八

一
五

～
八

二
五

揺

衣

(詩

3
、
歌

8
)

八
二
六

～
八
五
九

紅
葉

(詩

22
、
歌

12
)

八
六
○
～

八
八
九

散
る
紅
葉

(歌

14
、

詩

16
)

八
九

○
～
八
九

一

柿

紅
葉

(詩

2
)

八
九

二
～
九

○
二

晩
秋

(歌

4
、
詩

7
)

九
○

三
～
九

一

一

秋
果

つ

(歌

2
、
詩

7
)

九

一
二
～
九

一
七

九
月
尽

(詩

3
、
歌

3
)

巻
九

・
冬
上

九

一
八
～
九

二
四

初
冬

(詩

4
、
歌
3
)

九
二
五
～

九
三
六

時

雨

(詩

1
、
歌

11
)

九

三
七
～
九
六

四

落
葉

(詩

19
、
歌

9
)

九
六
五
～
九

七

三

残
菊

(歌

2
、
詩

7
)

九
七

四
～
九
七
七

寒
草

(歌

4
)

加

葛

～
九

八

一

霜

(歌

2
、
詩

3
)

九

八
二

寒
草

?

(詩

1
)

九

八
三
～
九

八
八

千
鳥

(歌
6
)

九
八
九
～
九
九
二

水
鳥

(詩

1
、

歌

3
)

九
九
三
～

九
九
四

鶴

?

(詩

2
)

九
九

四
～
九
九
五

嘆
老
?
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(詩

2
)

九
九
六
～
九
九
八

霜

(歌

3
)

梅

*
柳

*
花
付
落
花

*
落
花

*
藤

*
都
濁

*
款
冬

巻
十

・
冬
下

九
九
九
～

一
○

○
五

氷

(歌

4
、

詩

3
)

夏

*
更
衣

首
夏

夏
夜

端
午

*
郭
公

*
蛍

*
蝉

*
扇

*
納
涼

*
晩
夏

*
花
橘

*
蓮

春
部

の

「花

」、

「落
花

」
、
夏
部

の

「郭
公

」、
秋
部

の

「月

」、

「
紅
葉

」
な

ど
は
も
う
少

し
細
か
な
下

位
分
類

が

で
き
る
は
ず
だ
が
、
そ
れ
ら

の
検
討

は
別

稿

に
ゆ
ず
る
。
ま
た
、
春
部
上

や
秋
部
上

・
下
な
ど

で
細
か
く
分
け
過
ぎ
た
と

こ
ろ
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

秋

*
立
秋

*
早
秋

*
七
夕

*
秋
興

*
秋
晩

*
秋
夜

*
十
五
夜

付
月

*
月

九

日
付
菊

*
菊

*
九
月
尽

*
女
郎
花

*
萩

*

蘭

*
橦

前
栽

*
紅
葉

*
落

葉

*
雁

付
帰
雁

*
虫

*
鹿

*
露

*
霧

*
播
衣

三

先
述

の
よ
う

に

『
御
所
本
』
は
漢
詩
と
和
歌

の
ア
ン
ソ

ロ
ジ

ー
と

い
う
点

で
、

『
和
漢
朗
詠
集
』
と

の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
。
零
本

で
あ
る
本
書

は
本
来
二
十
巻

で
、
失
わ
れ
た
後
半
十
巻
は

『
和
漢
朗
詠
集
』
と
同
じ
く
詠
物

の
詩
歌
を
集
あ

(
3
)

た
雑
部
中
心

の
も

の
で
あ

っ
た

で
あ

ろ
う
と
も
推
測

さ
れ

て
い
る
。
実
際
、
『
御

所
本
』
所
収

の
漢
詩
句

は

『
和
漢
朗
詠
集
』
、
『
新
撰
朗
詠
集
』
と
共
通
す
る
も

(
4
)

 の
が
多

い
。

そ
こ
で
、
『
和
漢
朗
詠
集
』

(以
下
適
宜

『
朗
詠
集
』
と
呼

ぶ
)

の

上
巻

の
四
季

の
部
立
と
、
右

に
試

み
た

『
御
所
本
』

の
主
題
配
置
と
を
比
較
し

て
み
る
と
、
重
な

り
合

う
と

こ
ろ
が
多

い
こ
と

に
気
付
く
。

『
朗
詠
集
』
上
巻

の
部
立

は
次

の
と
お
り

で
あ
る
。
*
印

を
付

け
た
部

は

『
御

所
本
』
と
共
通
す

る
部

で
あ

る
。

春

*
立
春

*
早
春

春
興

春
夜

*
子

日

*
若
菜

*
三
月

三
日
付

桃

*
暮
春

*
三
月
尽

*
閏

三
月

*
鶯

*
霞

雨

*
梅

紅

冬

*
初
冬

冬
夜

歳
暮

炉
火

*
霜

雪

*
氷
付
春
氷

霰

仏
名

こ
う
し

て
み
る
と
、
『
朗
詠
集
』
の
部
立
六
十
六
項

目

の
う
ち
五
十

一
項
目
が

『
御
所
本
』
と

一
致
す
る

こ
と
が
わ
か
る
。
『
御
所
本

』

の
主
題
配
置
は
、
仮
に

項
目
立

て
し
た
も

の
で
は
あ
る
が
、
『
朗
詠
集
』
に

一
致
す
る
部
は
ほ
と
ん
ど
が

相
当
す
る
歌

・
詩
句
と
も

に
ま
と
ま

っ
た
群
を
成
し

て
お
り
、
項
目
と
し

て
認

定
す
る
妥
当
性
は
あ
る
と
考
え
る
。

こ
れ
ら

の
う
ち
、
春

の

「
款
冬
」
、
秋

の

「
秋
晩
」
「
落
葉
」

に
あ
た
る
部
は

『
御
所
本
』
で
は
そ
れ
ぞ
れ

「
山
吹
」
「
秋

の
夕
暮
」
「散

る
紅
葉

」
と
し

た
。
『
御

所
本
』
の
場
合

、
「款
冬
」
は
相
当
す
る
漢
詩
句
が
な
く
山
吹
を
詠
ん
だ
和
歌

の

み
で
あ
り
、
「
秋
晩
」
も
相
当
す

る
詩
歌
群
八
首

の
う
ち
、
和
歌

四
首
が
第
五
句

「
秋

の
夕
暮
れ
」

で
終
わ

っ
て
い
る
か
ら

で
あ

る
。
「
落
葉
」

は

『
御
所
本
』

の

場
合
、
冬
部

に
も

「
落
葉
」

の
詩
歌
が
採
ら
れ

て
お
り
、

そ
れ
と
区
別
す

る
た

あ

に

「
散

る
紅
葉
」
と
し

た
。
ま

た
、
夏

の

「
郭
公
」

は

『
御
所
本
』
が

で
は

「
郭
公
を
待

つ
」
「
郭
公
を
聞
く
」

の
二
部

に
分
け

て
い
る
。
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も
と
よ
り
、
『
御
所
本
』
が
零
本
な
が
ら
十
巻
千
五
首

の
詩

歌
を
有
す
る

の
に

対
し
、
『
朗
詠
集
』
は
完
本

で
上
下

二
巻
八
百
四
首
、
四
季
部
類

の
上
巻
だ
け

で

は
三
百
七
十

六
首

の
詩
歌
を
載
せ
る

の
み

で
あ
る
か
ら
、
そ

の
部
立

の
項
目
数

も
違

っ
て
く
る

の
は
当
然

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
考
慮
す

れ
ば
、
『
朗
詠
集
』
の
部

立

の
大
半
が

『
御
所
本
』
の
主
題
配
置
と

一
致
し

て
い
る
と

い
う

こ
と
は
、
『御

所
本
』
が
基
本
的

に

『
朗
詠
集
』

の
部
立
を
踏
襲
し

て
い
る

こ
と
を
意
味
し

て

い
よ
う
。

ま
た
、

こ
れ
ら

の
部
立
は
個

々

の
項
目

の
み
な
ら
ず
、
配
列

に
お
い

て
も
概

ね

の

一
致
が
認
あ
ら
れ
る
。
先

に
挙
げ
た

『
御
所
本
』

の
主
題
配
置
か
ら

『朗

詠
集
』
上
巻
に

}
致
す
る
も

の
の
み
を
順

に
挙
げ
れ
ば
、

春
上

春
中

春
下

夏
上

夏
下

秋
上

秋
中

秋
下

冬
上

冬
下

立
春

早
春

若
菜

子
の
日

鶯

霞

梅

花落
花

三
月
三
日

郷
躍

山
吹

藤

暮
春

更
衣

郭
公

(を
待
つ
、
を
聞
く
)

橘

夏
の
夜

蛍

蓮

蝉

納
涼

扇

晩
夏

立
秋

露

早
秋

七
夕

萩
花

橦

蘭

虫雁

秋
の
夜

月

八
月
十
五
夜

霧

鹿

菊

月

(再
出
)

椿
衣

紅
葉

散
る
紅
葉

初
冬

霜

(二
箇
所
)

氷

柳三
月
尽

閏
三
月

女
郎
花

秋
の
夕
暮

九
月
尽

配
列
し

て
い
る

の
に
対
し
、
『
御
所
本
』
で
は
景
物
も
含
め

て
、
全
体

を
季
節

の

推
移

に
従

っ
て
配
列
し

て
い
る
と

い
う

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

『朗

詠
集

』
上

巻

の
、
「
先
ず
月
令

な
ら
び
に
節

句
の
意
識

に
よ

っ
て
展

開
し
、

そ

の
後
季

節

の
天
象

・
草
木
を
配
置
す
る
」
と
い
う
方
法

が
、
中

国

の
類
書

を

投
影
す
る
も

の
で
あ
る
と

い
う

こ
と
は
川
口
久
雄
氏

に
よ

っ
て
指
摘

さ
れ
て
い

(6
)

る
。

そ
れ
と
比
較
す
る
と

『
御
所

本
』

の
方
法

は
、
中
国

の
類
書

の
部
類
意
識

を
よ
り
い

っ
そ
う
排
し
た
も
の

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

『
朗
詠
集
』
の
部
立
を
踏
ま
え

つ
つ
、
よ
り
中
国
類
書

か
ら
の
影
響

を
逃

れ
て

い
る
と
い
う
傾
向

は
、
『御

所
本

』
の
詩
歌
群

の
主
題

で

『朗
詠
集
』
上
巻

の
部

に

一
致
す
る
も

の
以
外

の
項

目
か
ら
も
判
断

で
き
る
。

そ
れ
ら
の
う
ち
い
く

つ

か
は

『朗
詠

集
』

で
は
下
巻
雑
部

の
項
目

に
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

前
と
同

じ
く

『御
所

本
』

か
ら
そ
れ
ら
の
項
目
を
挙
げ

る
と

春
上

鶴

草

夏
下

竹

秋
上

風

猿

秋
中

田
家

冬
上

こ
れ
ら
六
項
目

は

『
朗
詠
集
』
で
は
、
田
家
を
除

け
ば
下
巻

の
始
あ

の
部
分
、

天
象

と
動
植
物

の
項

の
半
分

を
占

め
る
。
す
な
わ
ち
、
『御
所

本
』
に
お
い
て
は

景
物

は
で
き
る
か
ぎ
り
、

四
季

の
推
移

の
中

に
配
列

し
よ
う
と
す

る
、

四
季
重

視

の
意
識

が
う
か
が
え
る

の
で
あ
る
。

四
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と
な
る
。
た
だ
し
、
大
き
な
違

い
と
し

て
、
『
朗
詠
集
』
が
、
季
節

の
推
移

を
表

す
節
句
や
行

事

の
部
を
先

に
し
、
そ

の
後

に

「鶯

」
「
霞
」
な
ど
季
節

の
景
物

を

前
章

で
は
部
立

の
内
容

に
着
目
し

て

『
御
所
本
』
と

『
朗
詠
集
』
と

の
相
違

を
検
討

し
た
が
、
両
者

の
違

い
は
和
歌
と
漢
詩

の
配
列

に

つ
い
て
も
見

る
こ
と



が

で
き
る
。

周
知

の
と
お
り
、
『
朗
詠
集

』
で
は
同
じ
項

目
の
中

で
は
詩

句
が
和
歌

の
前
に

(7
)

置
か
れ
、
ま
た
詩
句
、
和
歌
は
そ
れ
ぞ
れ
作
者

の
時
代

に
順

に
配
さ
れ

て
い
る
。

そ
れ

に
対
し

て

『
御
所
本
』

で
は
先

に
述

べ
た
よ
う

に
同
じ
主
題

の
詩
歌
群
と

認
め
得
る
も

の
の
な
か

で
も
詩
句
と
和
歌
と
が
混
在
し

て
お
り
、
ま
た
作
者

の

時
代

に
よ
る
配
列
も
な
さ
れ

て
い
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
ま

っ
た
く
無
秩
序

に
並

べ
ら
れ

て
い
る
わ
け

で
も
な
く
、

こ
こ
で
も
時
間

の
推
移
を
基
本
と
す
る

意
識
が
働

い
て
い
る
。

(
8
)

冒
頭

の
立
春

の
詩
歌
群
を
例

に
取

っ
て
み

る
。

二三

 

四五ノ＼

立
春

[十

二
月
廿
六

日
]

菅
原
道
真

謳

ひ
て
告
ぐ
ら
く

は
浪

の
氷

の
下

よ
り
動
が
む

こ
と
を

暗

に
思

へ
ら
く

は
花

の
雪

の
中

に
在

り
て
開
か
む

こ
と
を

百
首
歌

藤
原
道
家

久
方

の
あ

ま
の
と
あ

け
て
い
つ

る
日
や
神

よ
の
は
る
の
は
じ
め
な

る
ら
ん

藤
原
俊
成

あ

ま
の
と
の
あ
く
る
け
し
き
も
の
ど
か
に
て
雲
井

よ
り
こ
そ
春

は
た
ち

け

れ

題

し
ら
ず

源
師
俊

け
さ
見
れ
ば
そ
ら

の
け
し
き

の
し
る
き
か
な
か
す
み
や
は
る
の
す
が
た
な

る
ら
ん元

日
賜
宴

三
善
清

行

酔

は
ず
ん
ば

い
か

で
か
辞

せ
む
温
樹

の
下

建

春
門
外
雪
春
を
埋
む

草
樹
暗
迎
春

紀
長
谷
雄

七八

 

九

庭
気

色
を
増
せ
ば
晴

の
沙
緑

な
り

林
容

輝
を
変
ず
れ
ば
宿
雪
紅
な
り

屏
風

の
歌

源
順

昨
日
ま

で
ゆ
き

に
こ
も
り
し
み
よ
し

の
の
霞
は
け
さ
や
た
ち
は
じ
む
ら
ん

立
春

の
心
を

宗
尊
親
王

け
さ
見
れ
ば
雪
げ

に
さ
え
し
雲
も
な
く
な
ぎ
た
る
空

に
は
る
は
き

に
け
り

百
首
御
歌

亀
山
上
皇

山

の
は

の
霞

は
と

ほ
き

へ
だ

て
に
て
わ
が
や
ど
よ
り
ぞ
春
は
き

に
け
る

こ
れ
ら
九
首

の
う
ち
題

に

「
立
春
」
と
あ

る
も

の
は

一
番
と
八
番
だ
け
だ
が
、

他

の
歌
も

「
春

の
は
じ
め
」
、
「
春

は
立
ち
け
れ
」
、
「
春

は
来

に
け
る
」
な
ど

の

語

に
よ
り
立
春

の
歌

で
あ
る

こ
と

は
明
ら
か

で
あ
る
。

一
番

の
道
真

の
歌

は
題

に

「
十

二
月

二
十
六

日
」

の
注
が

つ
い
て
い
る

こ
と

か
ら
わ
か

る
よ
う

に
、
年
内
立
春

の
詩

で
あ
る
。
『朗
詠
集
』
も
冒
頭
立
春

の
部

の
第

一
句

は
紀
叔
望
作

の
年
内
立
春

の
詩
句

で
あ
り
、

『
御
所
本
』

は
そ
れ
を

(
9
)

襲

っ
て
い
る
も

の
と
思

わ
れ

る
。
ま

た
、
作
者
道
真

は

『
御
所
本
』

の
作
者
表

記

で
は

「
聖
廟
」

と
記

さ
れ
、

し
か
も
他

の
作
者
と

は
違

い
左
注

の
形

で
書
か

れ
る
特
別

な
存
在

で
あ

る
。
巻
頭

に
道
真

の
詩
句
を
置
く

の
は
、
『御
所
本
』
の

漢
詩
重
視

の
態
度

と
い
う
以
上

に
、
当
時

の
道
真
崇
拝
、
天
神
信
仰
を
反
映
し

て
い
よ
う
。

そ
の
後
和
歌

が
三
首
続

く
。

こ
れ
ら
は
年
内
立
春

の
歌

と
は
認
め
ら

れ
な

い

が
、
「天

の
戸
あ
く

る
」
、
「
神
代

の
春
」
と
い
う
神
話
的
表
現

に
よ
り
冒
頭
部

に

ふ
さ
わ
し

い
歴
史

認
識

が
感

じ
ら
れ
る
。

三
首

に
共
通

す
る
の
は

「天

か
ら
来

る
春

」

で
あ
る
。

続

く
二

つ
の
詩

句
は

一
見
立

春
と
無
関
係
に
見
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、

五
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番

の
清
行

の
句

は

一
番

の
道
真

の
詩
句
を
受

け
て
、
節
月
的
な
春

の
始

ま
り
、

す
な
わ
ち
年
始

で
あ

る
年
内
立
春

か
ら
、
暦
月
的
な
年
始

で
あ

る
元
旦
を
題
と

す

る
こ
と

に
よ
り
、
本
格
的

な
春

の
始

ま
り
を
宣
言
す

る
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、

六
番

の
長
谷
雄

の
詩
句

は

『
朗
詠
集
』

で
は
早
春

の
部

に
置

か
れ
て
い
る
も

の

だ
が
、
『
御
所
本
』

で
は
題

の

「
迎
春

(春
を
迎

ふ
)
」

に
よ
り
、
立
春

の
詩
歌

群

に
配
列
し

た
も

の
で
あ

ろ
う
。

こ
の
詩
句

は
五
番

の

「雪
春

を
埋

む
」
を
受

け

て

「
残

ん
の
雪
」
を
詠
じ

る
。

七
、
八
、
九
番

は
再
び
和
歌

で
あ
る
。
七
、

八
番

は
、

五
、
六
番

の
詩
句
か

ら

「
雪
」

の
語
を
承

け
て
い
る
。

が
、

五
、
六
番

が

「残

ん
の
雪
」
を
詠

じ
た

の
に
対
し
、
二
首

は
雪
気

の
な
い
春

へ
と
展
開

し
て
い
く
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、

九
番

で
、

こ
れ

ま
で
空

や
山

の
向

こ
う
に
来

て
い
た
春

が

「我

が
宿
」
か

ら
来

る
と
、
身
近
な
春

の
到
来

を
告
げ

て
、
立
春

の
部

を
終

わ
る

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
『
御
所
本
』
で
は
、
詩
歌

は
そ
の
内
容

の
関
連

に
よ

っ
て
配
列

さ
れ

て
い
る
。
し
か
も

こ
こ
で
は
、
敢

え

て
詩
句

と
和
歌

と
が
交
互

に
混
ざ

る

よ
う

に
配
慮

さ
れ
て
い
る
ら
し
い
。
内
容

の
関
連

に
よ
り
な
が
ら
、

か

つ

『朗

詠
集
』

の
よ
う

に
漢
詩
句
を
先

に
、
和
歌
を
後

に
す
る
配
列

も
考

え
ら
れ

る
か

ら

で
あ

る
。

こ
の
詩
歌
群

の
う
ち
、
詩

句

一
、
五
、
六
番

は

こ
れ
だ
け
で

一
連

の
繋
が

り
を
も

っ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
年
内
立
春
↓
雪
中

の
元
旦
↓
宿
雪
と

い
う
展
開

で
あ

る
。

一
番

と
五
番

の
詩
句

に
は
さ
ま
れ
る
三
首

の
和
歌

は
前
述

の
ご
と
く
、
年
内
立
春
を
詠

ん
だ
も

の
で
は
な
い
の
で
、
後

の
七
、

八
、
九
番

の
和

歌
と

一
ま
と
め

に
し

て
詩

句

の
後

に
配

置
す

る

こ
と
も

で
き

る
。
し
か

も
、

そ
の
方
が

四
番
歌

に
詠
ま
れ

る

「
か
す

み
」

か
ら
七
番
歌

の

「霞
」

へ
と

内
容
的

に
も
滑
ら
か

に
繋
が

る
。
あ

る
い
は
、
編
纂

の
過
程

で
、
先
ず
、
詩
句
、

和
歌
を
別

々
に
配
列
し

た
後
、
詩
句
と
和
歌

と
が
不
自
然

で
な
く
展
開
す

る
よ

う

に
切

り
継

い
で
い

っ
た

の
か
も
し
れ
な

い
。

右

に
見

た
立

春

の
詩

歌
群

は
漢

詩
句

・
和
歌

・
漢
詩
句

・
和
歌

の
配
列

で

あ

っ
た
が
、
和
歌

で
始

ま
る
部
も
あ

る
。
紙
幅

の
都
合

で
細
か
な
分
析

は
省
く

が
、
巻
六
秋
部
上

の
五

三
八
番

か
ら
五

四
四
番

ま
で
は
七
夕

の
詩
歌
群

と
し

て

認
定

で
き

る
。
こ
こ
は
五

三
八

か
ら
五

四
○
番

ま
で
の
和
歌
、
そ
の
後
五

四

一
、

五
四
二
番

の
二

つ
の
詩
句
を

は
さ
ん
で
五

四
三
、
五

四
四
番

の
和
歌

の
計
七
首

で
、
七
タ

の
二
星

の
逢
瀬
を
時
間

の
推
移

に
従

っ
て
描

い
て
い
る
。

『
御
所
本
』
の
全

て
に
わ
た

っ
て
、
こ
こ
に
述

べ
た
時
間

の
推
移

や
内
容

の
連

関

に
よ
る
配
列

が
当

て
は
ま
る
の
か
ど
う
か
、
特

に
、

二
章

に
挙
げ

た
主
題

の

分
類
配
置

の
う
ち
、
疑
問
符
を
付

け
た
箇
所

に

つ
い
て
は
、
今
後
詳
細

に
検
討

す

る
必
要

が
あ
る
が
、
原
則

と
し
て
右

の
傾
向

は
認
め

ら
れ

る
。

五

三

・
四
章

に
お

い
て
、
『
御
所
本
』
の
構
成
を
考
え

る
場
合
、
基
本
的

に

『
和

漢
朗
詠
集
』
の
部
立
を
踏

ま
え
て
い
る
こ
と
、
た
だ
し
、
『
朗
詠
集
』
の
そ
れ

よ

り
も

い

っ
そ
う
四
季

の
推
移
を
重
視
し
た
配
列

に
な

っ
て
い
て
、
漢
詩
句
と
和

歌
と

の
配
列

の
優
先
順
位
も
な

い
こ
と
を
検
証
し
た
。

こ
の
違

い
は
所
収
詩
歌
数

の
多

さ
と
あ

い
ま

っ
て
、
『
御
所
本
』
に
部
立

の
項

目
数

の
多
様
性
を
も

た
ら
し

て
い
る
。

先

に
述

べ
た
ご

と
く
、

『
御
所
本
』

と

『朗
詠
集
』
と

で
は
五
七
項
目

に
わ

た

っ
て
部
立
が
共
通
す

る
が
、
『
御
所
本
』

に
は
そ
れ
以
外

の
主
題

に
分
類

で
き

る
も

の
も
多
数
存
在
す

る
の
で
あ

る
。

そ

れ
ら
、
『
朗
詠
集
』

に
な

い
主
題
と
他

の
作
品
と

の
関
係
を
考
え

て
み
た

い
。

『
御
所
本
』

が
編

纂
さ
れ

た
鎌
倉
時

代

は
題
詠

に
よ
る
歌
合

や
百
首
歌

な
ど

が
和
歌
製
作

の
主
流

で
あ

っ
た
。
『
御
所
本
』
所
収

の
和
歌

の
詞
書

に
も
百
首
歌

や
歌
合

の
場

の
作

で
あ

る
旨
を
記
し
た
も

の
が
ま
ま
見
ら
れ

る
。

こ
の
う
ち
、
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題
詠
そ
れ
も
組
題

に
よ
る
百
首
歌

は
院
政
期

の

『
堀
河
百
首
』
が
そ

の
始
ま
り

(9
)

で
あ
り
、
そ

の
組
題
は
後
代

の
規
範
と
も
な

っ
た
。
従

っ
て
、
『
堀
河
百
首
』
の

題
と
そ

の
配
列
を
も

っ
て
、
院
政
期
か
ら
鎌
倉
時
代

に
か
け

て
の
和
歌

の
主
題

や
歌
集
構
成

の

一
典
型
と
見
な
す

こ
と
が

で
き
る
だ

ろ
う
。

な
お
、

『
堀
河
百

首
』

の
部
立
、
就
中
、
雑
部

の
部
立
が

『
和
漢
朗
詠
集
』

に
依
拠
し

て
い
る
こ

と
、
し
か
し

『
朗
詠
集
』
だ
け

で
は
な
く
、
勅
撰
集

の

『
堀
河
百
首
』
以
前

の

百
首
歌
や

『
古
今
和
歌
六
帖
』

に
見
え

る
分
類

さ
れ
た
歌
題
も
源
泉
と
な

っ
た

(
10
)

こ
と
な
ど
も
同
時

に
指
摘

さ
れ

て
い
る
。

そ
こ
で
、
『堀
河
百
首
』
の
題
と
共
通
す
る

『
御
所
本
』
の
主
題

の
う
ち
、
『
朗

詠
集
』

の
部
立

に
見

え
る
も

の
以
外
を
挙
げ

る
と
、

春
部

夏
部

秋
部

冬
部

残
雪

春
駒

卯
花

早
苗

薄

(尾
花
)

時
雨

千
巳

五
月
雨

荻

(荻
吹

く
風
)

駒
迎

水
鳥

(

)
内
は

『
御
所
本
』

の
主
題

の
十

一
題

に
な
る
。

こ
れ
ら
は
何
れ
も
院
政
期
以
前

は
漢
詩

に
は

ほ
と
ん
ど
詠

ま
れ
な

い
題

で
あ
る
。
院
政
期

の
漢
詩
集

で
あ

る

『
本
朝
無
題
詩
』
や

『
法
性

寺
前
関
白
御
集
』

に
な

っ
て

「
卯
花
」
や

「
時
雨
」
な
ど
が
漢
詩

の
素
材
と
し

て
も
少
し
ず

つ
扱
わ
れ
る
様

に
な
る
。
そ

の
意
味

で
は
、
極
め

て
和
歌
的
な
題

と

い
え
る

で
あ

ろ
う
。
な

か
で
も
、
「春

駒
」
、
「
早
苗
」
、
「荻
」

の
三
題
は

『
堀

河
百
首
』
以
前

の
歌
集
、
歌
合
、
百
首
歌

に
お

い
て
も
あ

ま
り
取

り
上
げ
ら
れ

(
11
)

な

い
題

で
あ

る
と

い
う
。
従

っ
て
、

こ
れ

ら
の
題

は
特

に
院
政
期
以
降

の
和
歌

の
も

の
で
あ

る
と

い
え

る
。
実
際
、
『
御
所
本
』
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
三
主
題

の
詩
歌

群
は
和
歌

の
み

で
漢
詩

句

の
な
い
も
の
ば
か
り
で
、
漢
詩

の
題
材

と
し

て
は
熟
し

て
い
な

い
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
『
御
所
本
和
漢
兼
作
集
』
の
構
成
と

『
堀
河
百
首

』
の
構
成

と
に
直
接

的
な

関
連

は
あ
る

の
だ
ろ

う
か
。

『堀

河
百
首
』

の
四
季

の
部
七
十

題

の
内
、

『
御
所
本
』

の
主
題

と

一
致
す

る
も

の
は
右

の
十

一
題

を
含
め

て
四
十
六

題

で

あ
る
。

『
御
所
本
』

の
巻
十
冬
部
下

は
冒
頭
七
首

の
み

で
残
り
は
散
逸
し

て
し

ま

っ
て
い
る
の
で
、
あ

る
い
は
も
う
少
し

一
致
す
る
題
は
多
か

っ
た

の
か
も
し

れ
な

い
。
ま
た
、
先

に
三
章

で
見

た
と
お

り
、
『
御
所
本
』
の
主
題

は

『
和
漢
朗

詠
集
』
の
部
立
を
踏
襲
し

て
い
る
も

の
の
、
『
朗
詠
集
』
が
、
節
句
や
行
事
を
先

に
し
、
そ

の
後

で
景
物
を
配
置
し

て
い
る

の
に
対
し
、
『
御
所
本
』
は
行
事

に

つ

い
て
の
主
題

も
景
物

の
主
題
も
全

て
合
わ

せ
て
季
節

の
推
移

に
従

っ
て
配
列
す

る
と

い
う
違

い
が
あ

っ
た
。
『
堀
河
百
首
』
で
は
節
句

や
行
事
を
題

に
し
た
も

の

は
少

な
い
が
、
『御
所
本
』
同
様

に
行
事
と
景
物
と
を
合
わ
せ

て
季
節

の
推
移

に

従

っ
て
組
題

を
構
成

し
て
い
る
。

『御
所
本
』

の
主
題
分
類

が

『
堀
河
百
首
』
を
直
接

に
踏
襲
し

て
い
る
と

は
、

な
お
断
言

で
き
な
い
が
、
百
首
歌

の
規
範

と
し
て
意
識
す

る
こ
と

は
あ

っ
た
の

で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
『
御
所
本
』
で
は
四
季

の
各
部

に
配
置

さ
れ
た

「竹
」
「
鶴
」
「
田
家
」

が
、
『
堀
河
百
首
』
で
は

『
朗
詠
集
』
と
同
じ
く
雑
部

に
置
か
れ

て
い
る
。
こ
れ

に

つ
い
て
は

『
御
所
本
』

の
後
半

部
分
が
失

わ
れ
て
い
る
の
で
推

測
の
域
を
出

な

い
が
、
先

に
も
述

べ
た
ご
と
く
、
季
節

の
推

移
を
表

す
景
物

は
可
能

な
か
ぎ

り
四
季
部

に
配
列
し
よ
う
と

い
う

『
御
所
本
』
独
自

の
方
針

が
あ
る

の
で
は
な

か

ろ
う
か
。

『
御
所
本
』

と

『
堀
河
百
首
』

と

の
違

い
は
他

に
も
あ
る
。

そ
れ
は
巻
頭

の

「
立
春
」

の
扱

い
で
あ
る
。

四
章

で
見
た
よ
う

に
、
『
御
所
本
』

の
巻
頭

に
は
、
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同
じ
立
春

で
も

「
年
内
立
春
」
の
詩
句

が
置
か
れ

て
い
る
。
そ
れ

に
対
し

て

『
堀

河
百
首
』
の

「
立
春
」
題

で
は
、
特

に

「
年
内
立
春
」
は
意
識

さ
れ

て
い
な

い
。

出
詠
歌
人
十
六
人

の
う
ち
、
年
内
立
春

の
歌
を
詠

ん
で
い
る
の
は
、

四
人
目

の

源
師
頼

「
よ
し
野
山

つ
も

れ
る
雪

の
消

え
ゆ
く
は
ま
だ

ふ
る
年

に
春

や
立

つ
ら

ん
」
だ
け

で
あ

る
。
『
朗
詠
集
』
の
部
立
と
密
接
な
関
連
が
あ

る
と

さ
れ

る

『
堀

河
百
首
』

の
組
題

で
あ

る
が
、

そ
の
内
容

ま
で
は
配
慮

し
な

か

っ
た
の
で
あ

ろ

う
か
。
田
中
新

一
氏

に
よ
れ
ば
、
節
月
的
意
識

に
よ
る

一
年

の
始
ま

り
、
す
な

わ
ち
春

の
始
ま

り
で
あ

る

「
年
内
立
春
」

は
、
院
政
期

以
降
消

え
て
し
ま

い
、

「
年
内
立
春
」

は

「
旧
年
立
春
」

と
な

り
冬

の
部

に
入

れ
ら
れ

て
し

ま
う
と

い

篭

そ
う
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
・
鎌
倉
時
代
成
立
の

『御
所
本
和
漢
兼
作
集
』

(
13
)

に
お
け

る
巻
頭
が

「
年
内
立
春
」

の
詩
句

で
あ

る
こ
と

の
意
味

は
大
き

い
。

」「
ノ、

 

前
章
ま

で
で

『
御
所
本
』
と

『
朗
詠
集
』
、
『
堀
河
百
首
』
と

の
関
連
を
検
討

し
、

そ
の
主
題
分
類

や
構
成

に
あ

る
程
度

の
影
響
関
係

が
あ

る
の
で
は
な

い
か

と

い
う
結
論

に
達
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
そ
れ
な
ら
ば
何
故
、
『
朗
詠
集
』
や

百
首
歌

の
よ
う
な
細
か

い
部
類
を
せ
ず

に
、
春

・
夏

・
秋

・
冬

と
い
う
大
き
な

四
季
部
類
だ
け

に
と
ど
ま

っ
た

の
か
、
と

い
う
疑
問
が
残
る
。
『御
所
本
』
の
よ

う
な
形
態

の
漢
詩
句
と
和
歌

の
ア
ン
ソ

ロ
ジ

ー
と
し

て
は

『
和
漢
朗
詠
集
』
『
新

撰
朗
詠
集
』

の
両
朗
詠
集
し
か
存
在
を
確
認

で
き
な

い
こ
と
を
考
え
れ
ば
な
お

さ
ら

で
あ

る
。

単
純

に
考
え

る
と
、
『
御
所
本

』
の
構
成

が
未
完
成

で
、
細
か
な
部
立
を
し
な

い
ま
ま

で
お
わ

っ
て
し
ま

っ
た

よ
う

に
も
思
え

る
。
し
か
し
、

二
章
、
四
章

で

見
た
よ
う

に
、
『
御
所
本
』
の
各
巻

は
主
題

に
よ

っ
て
ま
と
ま

っ
た
詩
歌
群

に
分

類
す

る
こ
と
が

で
き
、
し
か
も
そ

の
詩
歌
群
内

で
も
和
歌
と
漢
詩
句
と
は
時
間

の
推
移
を
基
本
と
し

て
前
後

の
詩
歌

の
内
容

に
配
慮
し

て
配
列
さ
れ

て
い
る

の

で
あ

る
。

こ
こ
ま

で
意
識
的

に
主
題
別

に
配
列
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
部

立

て
し

て
目
録
を
付
け

る
の
は
簡
単
な

こ
と

の
は
ず

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
『
御
所

本
』

は
主
題

の
分
類
や
そ

の
配
置

に

つ
い
て

『
朗
詠
集

』
を
あ
る
程
度
踏

ま
え

な
が
ら
、
全
体

の
形
態

に
お

い
て
は

『
朗
詠
集
』
と
違
う
も

の
を
目
指
し
た
と

い
う

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
『
御
所
本
』
が
目
指
し

た
形
態
と

は
何
だ

っ
た

の
か
と

い
え
ば
、
推
測

に
な

る
が
勅
撰
和
歌
集

の
形
だ

っ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
四
季
部

の
各
季
節

を
時
間
的
推
移

に
従

っ
て
細
か
な
主
題
を
設
定
、
配
置
す
る
、
と

い
え
ば

『古

今
和
歌
集
』

の
構
造
が
思

い
起

こ
さ
れ
る
。
し
か
も
、

四
章

で
確

認
し
た
、

そ

れ

ぞ
れ

の
主
題

に
統
括

さ
れ
た
各
歌

群
内
部

の
歌
も
前
後

の
内
容

の
関
連

に

よ

っ
て
結
び

つ
け
ら
れ
る
と

い
う
下
部
構
造

も

『古
今
和

歌
集

』
が
確
立

し
た

(
14
)

も

の
で
あ

っ
た
。

こ
の
、
「時

間
的
推
移

に
よ
る
配
列
」
は
き
わ
め

て
歌
集
的
な
も

の
で
、
漢
詩

集

で
は
見
ら
れ
な

い
も

の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
先

に
述

べ
た
よ
う
に
漢
詩
集

の
場
合
、
ど
う
し

て
も
中
国

の
類
書

の
部
類

の
影
響

を
受

け
、

四
時

と
そ
の
景

物
と
を
分
離
し
た
部
類

に
な

っ
て
し
ま
う
か
ら

で
あ
る
。

平
安
時
代

の

『
本
朝

麗
藻
』
『
本
朝
文
粋
』
な
ど

の
総
集
、
『
江
吏
部
集
』

な
ど
の
別
集

は
ど
れ
も
、

節
句

に
関
す

る
作

の
み
を
集
め
た
四
時
部

の
後
に
地
部

や
草
木
部

な
ど
の
景
物

に
賦
し
た
作
を
集
め
た
部
を
置
い

て
い
る
。
和
歌

を
交

え
た

『和
漢
朗
詠
集
』

で
さ
え
、
中
国
類
書

の
影
響
を
排

す
る

こ
と
は

で
き
な
か

っ
た
。

そ
れ

に
対
し

て

『
御
所

本
』

は
い

っ
そ
う
和
歌
集

よ
り
の
構
成
を
取

っ
て
い

る
。
景
物
も
含
め

て
時
間
的
推

移
に
従

っ
た
配
列
を
行

う
た
め
に
、
漢
詩
句
と

和
歌

の
優
先
順
や
作
者

の
時
代

順
に
は
こ
だ
わ

っ
て
い
な
い
。

一
つ
の
主
題

の
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中

に
必
ず
し
も
和
歌

と
詩
句

の
両
方
を
要
求

し
な
い
た
め
に
、
主
題

の
種
類
も

『
朗
詠
集
』
に
比

べ
て
豊
富

に
な

っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
に
は
院
政
期

以

降

の
漢
詩

が
和
歌

の
素
材

を
賦

し
始

め
た

こ
と
も
大

き
く
寄
与

し

て
い
る
。

以
上
、
『
御
所
本
和
漢
兼
作
集
』
の
全
体
を
検
討
し
た
結
果
、
所
収

の
詩
句

と

和
歌

と
の
数

だ
け
を

見
れ
ば
漢
詩
優
位

の
よ
う
に
見
え
る
が
、
各
巻

の
詩
歌

の

配
列
、
構
成

を
見

て
み
る
と
、

か
な
り
歌
集
的

な
性
格

の
強

い
作
品

で
あ
る

こ

と
が
言

え
る
と
思
う
。
さ
ら

に
憶
測
を
逞
し
く
す
れ
ば
、
『
御
所
本
』
の
失

わ
れ

た
後
半
部
分

は
、
従
来

い
わ
れ
て
い
る
よ
う
な

『
朗
詠
集
』

型

の
雑

部

で
は
な

く
、
勅
撰
和
歌
集

の
よ
う
に
、

巻
ご
と

に

「
恋
部

」
「
賀
部
」
コ
辰
傷
部
」
な
ど

の
部

に
分

か
れ

て
い
た

の
で
は
な

い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

漢
詩
句

と
和

歌
と
の

ア
ン
ソ

ロ
ジ
ー

で
あ
る

『
御
所
本
』

の
構
成
が
勅
撰
和

歌

集
を
意

識
し

た
も

の
で
あ
る
と
す

る
な
ら
ば

そ

の
意

図

は
な

ん
だ

っ
た
の

か
。
零
本

で
序

践
も
持
た
な

い

『御

所
本
』

の
編
纂
意

図
は
今
と
な

っ
て
は
知

る
由

も
な
い
が
、
『御
所
本
』
の
成
立

は
、
い
わ
ゆ
る
反
御
子
左
派

に
よ

っ
て
多

く
の
歌
集

が
編
ま
れ
た
時

期
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
す
る
。
そ
れ
ら
反
御
子
左
派

の
手

に
な
る
歌
集

の
う
ち
、
特

に

『
万
代
和
歌
集
』
や

『
秋
風
和
歌
集
』
は
御

子
左
家

の
藤

原
為
家

に
対
抗
す
る
目
的
も
あ

っ
て
勅
撰
集
を
意
識
し

て
編
纂
さ

れ
た
。

反
御
子
左
派

の
中
心
人
物

で
あ
る
藤
原
光
俊
と
深

い
関
係
が
あ
る
と

い

う

『御

所
本
和
漢
兼
作
集
』
は
、
和
漢
兼
作

の
人

々
の
詩
歌
を
勅
撰
集

の
形
式

で
集
め
る
、
と

い
う
、
反
御
子
左
派

に
よ

る
新
し

い
試
み
だ

っ
た

の
で
あ
ろ
う

か
。

松
田
武
夫
氏

「
古
今
和
歌
集
の
構
造
に
関
す
る
研
究
』
風
間
圭
旦
房

一
九
六
五
年

『新
釈
古
今
和
歌
集
上
下
』
風
間
書
房

一
九
六
八
年

新
井
栄
蔵
氏

「
古
今
和
歌
集
四
季
の
部
の
構
造
に
つ
い
て
の

一
考
察
対
立
的
機
構

論
の
立
場
か
ら
=
」
(『国
語
国
文
』

一
九
七
二
年
八
月
号

後
に
有

精
堂

『
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書

古
今
和
歌
集
』
に
再
録
)

奥
村
郁
子
氏

「
『和
歌
朗
詠
集
』
1

「郭
公
」
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
(『古
典
の
受
容
と

新
生
』
)
明
治
書
院

八
四
年

三
木
雅
博
氏

『和
歌
朗
詠
集
と
そ
の
享
受
』
勉
誠
社

一
九
九
五
年

1

『和
漢
朗

詠
集
』
の
構
成

『笠
間
影
印
叢
刊

御
所
本
和
漢
兼
作
集
』
解
題

4
頁

注
3
前
掲
書
解
題
9
頁

な
お
、
『和
漢
朗
詠
集
』
と

『
新
撰
朗
詠
集
』
の
部
立
は
同
じ
で
あ
る
。

日
本
古
典
文
学
大
系

『和
漢
朗
詠
集

梁
塵
秘
抄
』
解
説

21
頁

福
田
俊
昭
氏

「
『和
漢
朗
詠
集
』
の
構
成
に
つ
い
て
」
(『
古
典
の
変
容
と
新
生
』)

明
治
書
院

一
九
八
四
年

漢
詩
句
の
訓
み
は
新
編
国
歌
大
観
の

『和
漢
兼
作
集
』
に
よ
っ
た
。
作
者
名
は
本

文
の
官
職
名
を
省
い
た
。

『朗
詠
集
』
冒
頭
が
年
内
立
春
の
詩
句
で
始
ま
る
の
は
、
『古
今
集
』
巻
頭
歌
が
年

内
立
春
の
歌
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
『古
今
集
』
以
外
の
八
代

集
に
お
い
て
巻
頭
歌
が
年
内
立
春
の
歌
で
あ
る
も
の
は
な
い
。

橋
本
不
美
男

・
滝
沢
貞
夫
両
氏

『校
本
堀
河
院
御
時
百
首
和
歌
と
そ
の
研
究

(本

文

・
研
究
編
)
』
笠
間
書
院

一
九
七
六
年

研
究
編
第

一
章
三
三

三
頁
～
三
三
四
頁

注
10
前
掲
書
三
三
七
頁
～
三
四
〇
頁

注
9
に
同
じ

『平
安
朝
文
学
に
見
る
二
元
的
四
季
観
』
風
間
書
房

一
九
九
○
年

終
節

「幻
と

消
え
た
二
元
的
四
季
観
」

鎌
倉
時
代
の
百
首
歌
で
、
『和
漢
兼
作
集
』
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
真
観

(藤
原
光

俊
)
も
出
詠
し
て
い
る

『
宝
治
百
首
』
は
春
部
が

「歳
内
立
春
」
で
始
ま
る
。

注
1
前
掲
書
、
注
2
の
三
木
雅
博
氏
論
文
に
よ
れ
ば

『朗
詠
集
』
の
場
合
、
新
井

氏
の
い
う

「循
還
的
構
造
」
「対
立
的
構
造
」
を
も
意
識
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
だ

が
、
『御
所
本
』
で
は
、
冬
部
下
の
大
部
分
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
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ら

の
構
造
は
確
認

で
き
な

い
。

付
記
.
本
稿

は
平
成
八
年
度
科
学
研
究
費

(奨
励
研
究
A
)

に
よ

る
研
究
成

果

の

一
つ
で
あ
る
。
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